
深
夜
ハ
イ
キ
ン
グ
で

ハ
レ
ー
彗
星
を
見
よ
う

公
民
館
で
は
．
七
六
年
に
一
度
し
か

見
ら
れ
な
い
と
い
う
ハ
レ
ー
彗
星
を
観

察
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
計
画
で
行

い
ま
す
の
で
．
参
加
さ
れ
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
．

な
お
．
参
加
人
員
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
．
お
早
め
に
…
…
…
．

〈
日
時
▽
三
月
二
一
日
（
春
分
の
日
）

午
前
二
時
四
〇
分
～
六
時
五
○
分

〈

集
合
及
び
観
察
場
所
▽

集
合
・
日
置
町
福
正
寺

観
察
・
干
畳
敷

〈

参
加
料
▽

一
人
五
〇
円
（
ハ
イ
キ
ン
グ
保
険
料
）

〈

資
格
▽
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

〈
募
集
人
員
▽
保
護
者
を
含
め
四
〇
人

程
度
（
先
着
順
）

〈
締
切
期
限
▽
三
月
二
○
日
（
木
）
ま
で

〈

携
帯
品
▽
防
寒
具
・
懐
中
電
灯
、
水

筒
．
双
眼
鏡
又
は
望
遠
鏡
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）

〈

申
し
込
み
先
▽
中
央
公
民
館

な
お
．雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
．

講
演
会
が
開
か
れ
ま
す

Ｏ
経
済
講
演
会

〈

日
時
▽
三
月
二
〇
日（
木
）午
後
七
時

〈

場
所
▽
油
谷
町
商
工
会
館

〈

講
師
▽
山
口
大
学
経
済
学
部
教
授

小
嶋
　
正
己
先
生

Ｏ
人
づ
く
り
講
演
会

〈
日
時
▽
三
月
二
四
日
（
月
）

〈
場
所
▽
中
央
公
民
館

〈
講
師
▽
人
間
関
係
研
究
所
長

有
吉
　
實
先
生

水
道
の
漏
水
個
所
の
通
報
を

近
年
．
生
活
の
多
様
化
等
に
伴
い
水

道
の
使
用
量
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
．

一
方
．
使
用
さ
れ
な
い
水
（
漏
水
）

も
増
大
し
て
お
り
ま
す
．
町
と
し
て
も

常
時
漏
水
調
査
を
実
施
い
た
し
て
お
り

ま
す
が
．
な
か
な
か
漏
水
箇
所
の
発
見

が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
．

そ
こ
で
．
左
記
の
様
な
こ
と
が
あ
れ

ば
役
場
．
水
道
係
ま
で
ご
通
報
く
だ
さ

い
。

Ｏ
道
路
等
で
不
審
な
水
が
出
て
い
る

Ｏ
最
近
．
急
に
水
道
料
金
が
上
が
っ
た

水
の
使
用
料
が
増
え
た
．

油
谷
電
報
電
話
局
の
窓
口
業

務
取
扱
い
が
統
合
さ
れ
ま
す

三
月
一
七
日
か
ら
油
谷
電
報
電
話
局

の
窓
口
業
務
の
取
扱
い
が
な
く
な
り
．

そ
の
業
務
は
長
門
電
報
電
話
局
で
取
扱

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．

な
お
、
電
話
の
架
設
．
移
転
や
料
金

の
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
従
来
ど
お
り

局
番
な
し
の
一
一
六
番
で
す
．

ま
た
．
支
払
期
日
後
一
〇
日
を
経
過

し
た
電
話
料
金
は
．
最
寄
り
の
電
報
電

話
局
ま
た
は
山
口
銀
行
油
谷
支
店
で
お

受
け
い
た
し
ま
す
．

（
油
谷
電
報
電
話
局
よ
り
）

職
業
訓
練
生
募
集

（
二
次
募
集
）

〈
募
集
対
象
者
▽

主
と
し
て
新
規
中
学
校
．
高
等
学
校
卒

業
予
定
者

〈

募
集
訓
練
科
名
▽

電
子
機
器
科
・
自
動
車
整
備
科
（
二
級

・
三
級
）
　・
冷
凍
空
調
科
・
木
工
科
・

建
築
科
・
左
官
科
・
建
築
製
図
科
・
商

業
事
務
科

〈

募
集
人
員
▽
各
科
若
干
名

〈
募
集
期
限
▽
三
月
二
〇
日
（
木
)
ま
で

〈
面
接
選
考
日
▽
三
月
二
四
日
（
月
）

な
お
。
応
募
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
萩
公
共
職
業
安
定
所
ま

た
は
山
口
県
立
西
部
高
等
職
業
訓
練
校

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動

実
施
中

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
春
の
火
災

予
防
運
動
か
。
二
月
二
八
日
か
ら
三
月

一
三
日
ま
で
の
一
四
日
間
で
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
家
庭
で
。
火
災
予
防
に

つ
い
て
考
え
、
悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴

重
な
財
産
の
焼
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〈
油
谷
町
の
火
災
状
況
▽

60
年

59
年 ％

3
件

2
件

建
物

1
件

3
件

林
野

2
件

2
件

そ
の他

6
件

7
件

計

労
働
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
か

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
事
業
の
種
類
に
関
係
な
く
強

制
適
用
事
業
と
し
て
。
労
働
保
険
（
労

災
・
雇
用
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
者

が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に
す
る
た
め

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
。

公
共
職
業
安
定
所
で
直
ち
に
加
入
の
手

続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
年
度

更
新
手
続
き
の
説
明
会

四
月
一
一
日
一
三
時
三
〇
分
か
ら

長
門
市
中
央
公
民
館

訂
　
正
　
記
　
事

二
月
号
（
N
o
.
二
八
二
号
）
の
松
田
博

前
助
役
の
退
任
の
あ
い
さ
つ
の
文
中
で

助
役
の
任
期
を
一
年
一
〇
ヵ
月
と
あ
り

ま
し
た
が
．
二
年
一
〇
ヵ
月
の
誤
り
で

し
た
．
訂
正
し
て
お
詑
び
申
し
上
げ
ま

す
．お

め

で

た

一
月
二
一
日
～
二
月
二
〇
日
受
理

子
の
氏
名
　
　

保
護
者
　
　
住
　
所

河
野
　
好
恵
　
　
政
　
之
　
　
杣
　
地

原
田
　
大
介
　
　
光
　
明
　
　
河
原
浦

水
嶋
　
武
蔵
　
　
正
　
実
　
　
中
　
畑

村
川
　
　
歩
　
　
育
　
宏
　
　
西
立
石

古
谷
　
明
弘
　
　
正
　
治
　
　
中
の
森

金
山
　
義
寿
　
　
義
　
治
　
　
久
　
津

繁
松
吉
央
里
　
　
和
　
文
　
　
本
　
郷

お
く
や
み

二
月
二
一
日
～
二
月
二
〇
日
受
理

氏
　
名
　
　
　
年
齢
　
　
住
　
所

有
地
　
　
哲
　
　
五
六
歳
　
　
駅
　
通

長
瀬
　
恭
一
　
　
六
五
歳
　
　
掛
　
淵

辻
村
　
永
一
　
　
七
九
歳
　
　
大
　
畠

上
田
金
十
郎
　
　
八
二
歳
　
　
大
浦
東

島
壽
　
隆
輔
　
　
六
八
歳
　
　
大
浦
東

平
岡
　
ト
メ
　
　
八
七
歳
　
　
大
浦
東

梅
田
ハ
ツ
子
　
　
五
四
歳
　
　
油
　
谷

山
下
　
　
薫
　
　
六
六
歳
　
　
川
尻
西

わが町の人口
昭 和61 年2 月1 日 現 在( 前 年 対比)

人口
10, 853入
( - 72 人)

5, 108入
( - 33 人)

5, 745入
( - 39 入)

世帯 数 3, 276 戸
( 土 Ｏ戸)

町
内
文
芸

油
　

谷
　

俳
　

壇

す
れ
ら
が
ふ
蛋
は
野
焼
の
匂
ひ
も
っ
　
　
　
　
　
古
川
　
帆
可

野
焼
守
る
人
古
代
め
く
深
き
闇
　
　
　
　

黒
瀬
　
静
江

油
　

谷
　

短
　

歌
　

会

満
潮
の
河
口
に
潜
く
か
い
っ
ぶ
り
夕
の
水
面
に
波
紋
を
描
く

岡
村
ツ
ユ
子

梅
林
の
白
き
海
あ
り
そ
の
中
に
も
ん
ど
り
う
ら
て
若
き
ら
の
こ

え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
谷
志
津
夫

油
　
谷
　
川
　
柳
　
会

算
用
は
合
っ
て
ア
キ
ノ
の
雫
足
ら
ず
　
　
　
　
　

小
浜
　
政
一

ス
パ
ー
ク
し
婆
さ
ん
済
ま
ぬ
と
爺
は
云
い
　
　
　
平
川
　
三
照
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